
(57)【要約】

【課題】走査状態のＥＬ素子に対して、予め設定された

値の駆動電流を正確に供給することができると共に、駆

動電力の浪費を抑制することができる発光表示パネルの

駆動装置を提供すること。

【解決手段】陽極線Ａ１　～Ａｎ　と、陰極線Ｂ１　～

Ｂｍ　の各交点に有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍが接続さ

れ、陰極線を所定の周期で走査しながら所望の陽極線に

定電流源ＩＸ１～ＩＸｎを接続することにより、前記各

ＥＬ素子を選択的に発光させるように構成されている。

そして、非走査状態のＥＬ素子に逆バイアス電圧を供給

する供給源ＶＭ　と、陰極線走査回路３との間には逆流

防止手段として機能する定電流回路ＩＹ０が介在されて

いる。定電流回路ＩＹ０の存在により、非走査状態のＥ

Ｌ素子の寄生容量を介し、定電流源ＩＸ１～ＩＸｎから

の電流の一部が逆バイアス電圧の供給源ＶＭ　に流入す

るのが阻止される。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の デ ー タ 線 と 複 数 の 走 査 線 と の 各 交 点 に 発 光 素 子 が 接 続 さ れ 、 前 記 各 走 査 線 を 走 査 基
準 電 位 点 に 接 続 す る こ と で 、 順 次 走 査 を 実 行 す る と 共 に 、 走 査 基 準 電 位 点 に 接 続 さ れ な い
非 走 査 状 態 の 走 査 線 に は 、 前 記 発 光 素 子 に 対 す る 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 供 給 す る よ う に 構 成 し
た 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 で あ っ て 、
前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 供 給 さ れ る 駆 動 電 流 の 一 部 が 、 非 走 査 状 態 に お け る 発 光 素 子 を 介 し
て 、 前 記 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 に 流 入 す る の を 阻 止 す る 逆 流 防 止 手 段 を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 逆 流 防 止 手 段 は 、 前 記 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 か ら 前 記 走 査 線 側 に 向 か っ て 電 流 を 供
給 す る 定 電 流 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 逆 流 防 止 手 段 は 、 前 記 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 か ら 前 記 走 査 線 側 に 向 か っ て 電 流 を 供
給 す る こ と が 可 能 な ダ イ オ ー ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 表 示 パ ネ ル
の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ダ イ オ ー ド に 対 し て 直 列 に 抵 抗 体 が 介 在 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 発
光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 発 光 素 子 が 、 有 機 化 合 物 を 発 光 層 に 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 ダ イ オ
ー ド が 同 じ く 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項
４ に 記 載 の 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 例 え ば 有 機 Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス ） 素 子 等 の 発 光 素 子 を 配 列 し た
発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 に 関 し 、 特 に 素 子 点 灯 用 の 駆 動 電 源 か ら 、 非 走 査 状 態 に お け る
発 光 素 子 を 介 し て リ ー ク す る 電 流 を 抑 制 す る こ と が で き る パ ッ シ ブ 駆 動 型 発 光 表 示 パ ネ ル
の 駆 動 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
発 光 素 子 を マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し て 構 成 し た 表 示 パ ネ ル を 用 い た デ ィ ス プ レ イ の 開 発 が 広
く 進 め ら れ て い る 。 こ の よ う な 表 示 パ ネ ル に 用 い ら れ る 発 光 素 子 と し て 、 有 機 材 料 を 発 光
層 に 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 注 目 さ れ て い る 。 こ れ は Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 層 に 、 良 好 な 発 光 特 性
を 期 待 す る こ と が で き る 有 機 化 合 物 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 実 用 に 耐 え 得 る 高 効 率 化 お
よ び 長 寿 命 化 が 進 ん だ こ と も 背 景 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い た 表 示 パ ネ ル と し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 し
た パ ッ シ ブ 駆 動 型 表 示 パ ネ ル が 、 す で に 一 部 に お い て 実 用 化 さ れ て い る 。 図 １ に は パ ッ シ
ブ 駆 動 型 表 示 パ ネ ル と 、 そ の 駆 動 装 置 の 一 例 が 示 さ れ て い る 。 こ の パ ッ シ ブ 駆 動 型 駆 動 方
式 に お け る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の ド ラ イ ブ 方 法 に は 、 陰 極 線 走 査 ・ 陽 極 線 ド ラ イ ブ 、 お よ び 陽 極
線 走 査 ・ 陰 極 線 ド ラ イ ブ の ２ つ の 方 法 が あ る が 、 図 １ に 示 す 例 は 前 者 の 陰 極 線 走 査 ・ 陽 極
線 ド ラ イ ブ の 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
す な わ ち 、 ｎ 本 の デ ー タ 線 と し て の 陽 極 線 Ａ １ 　 ～ Ａ ｎ 　 が 縦 方 向 に 配 列 さ れ 、 ｍ 本 の 走
査 線 と し て の 陰 極 線 Ｂ １ 　 ～ Ｂ ｍ 　 が 横 方 向 に 配 列 さ れ 、 各 々 の 交 差 し た 部 分 （ 計 ｎ × ｍ
箇 所 ） に 、 ダ イ オ ー ド の シ ン ボ ル マ ー ク で 示 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １ ～ Ｅ ｎ ｍ が 配 置 さ れ
、 表 示 パ ネ ル １ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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そ し て 、 画 素 を 構 成 す る 各 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １ ～ Ｅ ｎ ｍ は 、 垂 直 方 向 に 沿 う 陽 極 線 Ａ １ 　 ～ Ａ
ｎ 　 と 水 平 方 向 に 沿 う 陰 極 線 Ｂ １ 　 ～ Ｂ ｍ 　 と の 各 交 点 位 置 に 対 応 し て 一 端 （ Ｅ Ｌ 素 子 の
等 価 ダ イ オ ー ド に お け る ア ノ ー ド 端 子 ） が 陽 極 線 に 、 他 端 （ Ｅ Ｌ 素 子 の 等 価 ダ イ オ ー ド に
お け る カ ソ ー ド 端 子 ） が 陰 極 線 に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 各 陽 極 線 Ａ １ 　 ～ Ａ ｎ 　 は 陽
極 線 ド ラ イ ブ 回 路 ２ に 接 続 さ れ 、 各 陰 極 線 Ｂ １ 　 ～ Ｂ ｍ 　 は 陰 極 線 走 査 回 路 ３ に 接 続 さ れ
て そ れ ぞ れ 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 陽 極 線 ド ラ イ ブ 回 路 ２ は 、 図 示 せ ぬ Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ 等 か ら の 供 給 電 源 Ｖ Ｈ 　 を
利 用 し て 動 作 す る よ う に な さ れ て お り 、 こ の 陽 極 線 ド ラ イ ブ 回 路 ２ に は 、 各 陽 極 線 Ａ １ 　
～ Ａ ｎ 　 を 通 じ て 駆 動 電 流 を 個 々 の Ｅ Ｌ 素 子 に 供 給 す る 駆 動 電 源 と し て の 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １
～ Ｉ Ｘ ｎ お よ び ド ラ イ ブ ス イ ッ チ Ｓ Ｘ １ ～ Ｓ Ｘ ｎ が 備 え ら れ て い る 。 そ し て 、 ド ラ イ ブ ス
イ ッ チ が オ ン 制 御 さ れ る こ と に よ り 、 駆 動 電 源 Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ か ら の 電 流 が 、 陰 極 線 に 対
応 し て 配 置 さ れ た 個 々 の Ｅ Ｌ 素 子 に 対 し て 供 給 さ れ る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 前 記 陰 極 線 走 査 回 路 ３ に は 、 各 陰 極 線 Ｂ １ 　 ～ Ｂ ｍ 　 に 対 応 し て 走 査 ス イ ッ チ Ｓ Ｙ
１ ～ Ｓ Ｙ ｍ が 備 え ら れ 、 前 記 し た Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ 等 か ら の 供 給 電 源 を 分 圧 し て 得 ら
れ た 逆 バ イ ア ス 電 圧 Ｖ Ｍ 　 ま た は 走 査 基 準 電 位 点 と し て の ア ー ス 電 位 の う ち の い ず れ か 一
方 を 、 対 応 す る 陰 極 線 に 接 続 す る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ り 、 陰 極 線 を 所 定 の 周 期 で 走 査 基 準 電 位 点 （ ア ー ス 電 位 ） に 設 定 し な が ら 所 望 の
陽 極 線 Ａ １ 　 ～ Ａ ｎ 　 に 駆 動 電 源 Ｉ Ｃ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ 　 を 接 続 す る こ と に よ り 、 前 記 各 Ｅ Ｌ 素
子 を 選 択 的 に 発 光 さ せ る よ う に 作 用 す る 。 な お 、 前 記 駆 動 電 源 は 定 電 圧 回 路 等 の 電 圧 源 を
用 い る こ と も 可 能 で あ る が 、 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 流 ・ 輝 度 特 性 が 温 度 変 化 に 対 し て 安 定 し て い る
の に 対 し 、 電 圧 ・ 輝 度 特 性 が 温 度 変 化 に 対 し て 不 安 定 で あ る こ と 等 の 理 由 に よ り 、 駆 動 電
源 と し て は 図 １ に 示 す よ う に 定 電 流 源 を 用 い る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 陽 極 線 ド ラ イ ブ 回 路 ２ お よ び 陰 極 線 走 査 回 路 ３ は 、 図 １ に は 示 さ れ て い な い が
発 光 制 御 回 路 よ り 指 令 を 受 け 、 発 光 制 御 回 路 に 供 給 さ れ る 画 像 デ ー タ に 応 じ て 当 該 画 像 デ
ー タ に 対 応 し た 画 像 を 表 示 さ せ る よ う に 作 用 す る 。 こ の 場 合 、 陰 極 線 走 査 回 路 ３ は 、 発 光
制 御 回 路 か ら の 指 令 に よ り 画 像 デ ー タ の 水 平 走 査 期 間 に 対 応 す る 陰 極 線 の い ず れ か を 選 択
し て ア ー ス 電 位 に 設 定 し 、 そ の 他 の 陰 極 線 に は 逆 バ イ ア ス 電 圧 Ｖ Ｍ 　 が 印 加 さ れ る よ う に
走 査 ス イ ッ チ Ｓ Ｙ １ ～ Ｓ Ｙ ｍ を 順 次 切 り 換 え る 制 御 が な さ れ る 。 な お 、 図 １ に 示 し た 状 態
は 、 第 １ の 陰 極 線 Ｂ １ 　 が 走 査 さ れ て い る 状 態 を 示 し て お り 、 他 の 陰 極 線 に は 逆 バ イ ア ス
電 圧 Ｖ Ｍ 　 が 印 加 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 逆 バ イ ア ス 電 圧 Ｖ Ｍ 　 は 、 走 査 選 択 が な さ れ た 陰 極 線 と の 交 点 に 接 続 さ れ た ド ラ イ ブ
さ れ て い る Ｅ Ｌ 素 子 の 寄 生 容 量 を 充 電 す る と 共 に 、 ド ラ イ ブ さ れ て い る 陽 極 線 と 走 査 選 択
が な さ れ て い な い 陰 極 線 と の 交 点 に 接 続 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 が リ ー ク 電 流 に よ り ク ロ ス ト ー ク
発 光 す る こ と を 防 止 す る よ う に 作 用 す る 。 こ の 逆 バ イ ア ス 電 圧 Ｖ Ｍ 　 の 電 圧 値 は 、 発 光 駆
動 さ れ る Ｅ Ｌ 素 子 の 順 方 向 電 圧 Ｖ ｆ 　 に 近 い 値 に 設 定 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。 そ し て 、
走 査 ス イ ッ チ Ｓ Ｙ １ ～ Ｓ Ｙ ｍ が 水 平 走 査 期 間 毎 に 、 順 次 ア ー ス 電 位 に 切 り 換 え ら れ る の で
、 ア ー ス 電 位 に 設 定 さ れ た 陰 極 線 は 、 そ の 陰 極 線 に 接 続 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 可 能 な 状 態
に 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 方 、 陽 極 線 ド ラ イ ブ 回 路 ２ に は 、 前 記 し た 発 光 制 御 回 路 よ り 、 画 像 デ ー タ が 示 す 画 素 情
報 に 基 づ い て 陽 極 線 に 接 続 さ れ て い る Ｅ Ｌ 素 子 の い ず れ か を 、 ど の タ イ ミ ン グ で ど の 程 度
の 時 間 に わ た っ て 発 光 さ せ る か に つ い て 制 御 す る ド ラ イ ブ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 。 前 記 陽
極 線 ド ラ イ ブ 回 路 ２ は 、 こ の ド ラ イ ブ 制 御 信 号 に 応 じ て 、 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ Ｓ Ｘ １ ～ Ｓ Ｘ
ｎ の い く つ か を オ ン 制 御 し 、 陽 極 線 Ａ １ 　 ～ Ａ ｎ 　 を 通 じ て 画 素 情 報 に 応 じ た 該 当 Ｅ Ｌ 素
子 に 対 し て 駆 動 電 流 を 供 給 す る よ う に 作 用 す る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-219456 A 2004.8.5



【 ０ ０ １ ２ 】
斯 く し て 、 駆 動 電 流 の 供 給 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 は 、 当 該 画 素 情 報 に 応 じ て 発 光 駆 動 さ れ る 。 な
お 、 図 １ に 示 し た 状 態 は 、 前 記 し た と お り 第 １ の 陰 極 線 Ｂ １ 　 が 走 査 さ れ て い る 状 態 で あ
り 、 か つ す べ て の ド ラ イ ブ ス イ ッ チ Ｓ Ｘ １ ～ Ｓ Ｘ ｎ が オ ン 状 態 と な さ れ て い る の で 、 第 １
の 陰 極 線 Ｂ １ 　 に 対 応 す る Ｅ Ｌ 素 子 の す べ て が 発 光 駆 動 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 以 上 説
明 し た パ ッ シ ブ 駆 動 型 表 示 パ ネ ル と そ の 駆 動 装 置 に つ い て は 、 次 に 示 す 例 え ば 特 許 文 献 １
に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ２ ３ ２ ０ ７ ４ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ ０ ２ 、 図 １ ３ ）
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 前 記 し た 発 光 表 示 パ ネ ル に 使 用 さ れ る 発 光 素 子 と し て の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 ダ イ
オ ー ド 特 性 を 呈 す る 発 光 エ レ メ ン ト と こ れ に 並 列 に 寄 生 容 量 が 存 在 し て い る こ と は 周 知 の
と お り で あ る 。 し た が っ て 、 図 １ に 示 し た 表 示 パ ネ ル １ に つ い て の 第 １ 陽 極 線 Ａ １ 　 に 対
応 し た 前 記 寄 生 容 量 に 注 目 す る と 、 図 ６ （ Ａ ） に 示 し た よ う な 等 価 回 路 で 表 す こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
す な わ ち 、 図 ６ （ Ａ ） に お い て は 図 １ に 基 づ い て す で に 説 明 し た 各 部 に 相 当 す る 部 分 を 同
一 符 号 で 示 し て い る 。 ま た 、 図 ６ （ Ａ ） に お け る 符 号 Ｃ １ １ ， Ｃ １ ２ ， Ｃ １ ３ ， … … Ｃ １
ｍ は 、 図 １ に 示 す 第 １ 陽 極 線 Ａ １ 　 に 接 続 さ れ た 各 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １ ， Ｅ １ ２ ， Ｅ １ ３ ， …
… Ｅ １ ｍ に お け る 寄 生 容 量 を 示 し て お り 、 ま た 、 図 ６ （ Ａ ） に お い て は 第 １ の 陰 極 線 Ｂ １
　 が 走 査 状 態 に な さ れ た 状 態 で 示 し て い る 。 図 ６ （ Ａ ） に 示 さ れ た よ う に 、 陽 極 線 Ａ １ 　
に 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ よ り 定 電 流 Ｉ ｐ 　 を 流 す と 、 各 寄 生 容 量 Ｃ １ １ ， Ｃ １ ２ ， Ｃ １ ３ ， … …
Ｃ １ ｍ に は そ れ ぞ れ 、 Ｉ ｐ 　 ／ ｍ （ ｍ は 陽 極 線 Ａ １ 　 に 接 続 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 の 数 、 す な わ
ち 寄 生 容 量 の 数 ） の 電 流 が 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
す な わ ち 、 第 １ 陰 極 線 Ｂ １ 　 が 走 査 さ れ る こ と に よ り 、 寄 生 容 量 Ｃ １ １ を 介 し て 定 電 流 源
Ｉ Ｘ １ よ り 走 査 基 準 電 位 点 （ ア ー ス ） に 向 か っ て 電 流 が 流 れ る こ と は 勿 論 の こ と 、 他 に 非
走 査 状 態 の 陰 極 線 に お け る 寄 生 容 量 Ｃ １ ２ ， Ｃ １ ３ ， … … Ｃ １ ｍ を 介 し て 、 逆 バ イ ア ス 電
圧 の 供 給 源 （ 以 下 に お い て は 、 こ れ を 逆 バ イ ア ス 電 圧 Ｖ Ｍ 　 と 同 符 号 で 示 す 場 合 も あ る 。
） に も 電 流 が 流 れ 込 む 。 こ れ は 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 は 、 一 般 的 に 供 給 電 源 Ｖ Ｈ 　 の
出 力 電 圧 を 抵 抗 分 割 し 、 エ ミ ッ タ フ ォ ロ ア 等 の イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 手 段 を 介 し て 定 電 圧 を
生 成 す る よ う に し て お り 、 し た が っ て 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 供 給 源 の イ ン ピ ー ダ ン ス は 非 常 に
低 い た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ れ 故 、 点 灯 駆 動 し よ う と す る 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に 対 し て 、 予 め 設 定 さ れ た 値 の 駆 動 電
流 を 正 確 に 供 給 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が 発 生 す る 。 ま た 、 非 走 査 状 態 お け る Ｅ Ｌ
素 子 の 各 寄 生 容 量 を 介 し て 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 側 に 電 流 が リ ー ク す る た め に 、 駆 動
電 力 の 浪 費 を 伴 う こ と に な り 、 特 に 携 帯 用 機 器 等 に 採 用 す る 場 合 に お い て は 、 電 池 の 寿 命
を 短 縮 さ せ る な ど の 問 題 も 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 発 明 は 、 前 記 し た 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 非 走 査 状 態 お け る Ｅ Ｌ 素 子
の 各 寄 生 容 量 を 介 し て 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 側 に 電 流 が リ ー ク す る の を 防 止 す る よ う
に 構 成 し 、 こ れ に よ り 、 前 記 し た 問 題 点 を 改 善 し た 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に な さ れ た こ の 発 明 に か か る 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 は 、
請 求 項 １ に 記 載 の と お り 、 複 数 の デ ー タ 線 と 複 数 の 走 査 線 と の 各 交 点 に 発 光 素 子 が 接 続 さ
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れ 、 前 記 各 走 査 線 を 走 査 基 準 電 位 点 に 接 続 す る こ と で 、 順 次 走 査 を 実 行 す る と 共 に 、 走 査
基 準 電 位 点 に 接 続 さ れ な い 非 走 査 状 態 の 走 査 線 に は 、 前 記 発 光 素 子 に 対 す る 逆 バ イ ア ス 電
圧 を 供 給 す る よ う に 構 成 し た 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て
供 給 さ れ る 駆 動 電 流 の 一 部 が 、 非 走 査 状 態 に お け る 発 光 素 子 を 介 し て 、 前 記 逆 バ イ ア ス 電
圧 の 供 給 源 に 流 入 す る の を 阻 止 す る 逆 流 防 止 手 段 を 備 え た 点 に 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 に か か る 発 光 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 に つ い て 、 そ の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基
づ い て 説 明 す る 。 図 ２ は そ の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し た も の で あ り 、 す で に 説 明 し た 図 １
に 示 す 各 部 に 相 当 す る 部 分 を 同 一 符 号 で 示 し て い る 。 し た が っ て 、 個 々 の 説 明 は 省 略 す る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 図 ２ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 陰 極 線 走 査 回 路 ３ と 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給
源 Ｖ Ｍ 　 と の 間 に 、 逆 流 防 止 手 段 と し て の 定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ ０ が 介 在 さ れ て い る 。 こ の 定 電
流 回 路 Ｉ Ｙ ０ は 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 Ｖ Ｍ 　 か ら 表 示 パ ネ ル １ の 走 査 線 側 に 向 か っ て
電 流 を 供 給 す る 機 能 を 果 た す 。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 し た 構 成 に お い て は 、 前 記 し た 定 電 流
回 路 Ｉ Ｙ ０ か ら の 電 流 は 、 表 示 パ ネ ル １ に お け る 各 陰 極 線 Ｂ １ 　 ～ Ｂ ｍ 　 に 向 か っ て 流 れ
、 非 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る こ と に な る 。 し た が っ て 、 発 光 表 示
パ ネ ル １ の 陰 極 線 側 か ら 見 た 場 合 の 前 記 定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ ０ は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス は き わ め て
高 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ６ （ Ｂ ） は 、 前 記 し た 定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ ０ を 配 置 し た 場 合 に お け る 第 １ 陽 極 線 Ａ １ 　 に お
け る Ｅ Ｌ 素 子 の 寄 生 容 量 に 注 目 し た 等 価 回 路 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 す で に 説 明 し た 図
６ （ Ａ ） と 同 様 な 等 価 回 路 で 示 し て い る 。 な お 、 こ の 図 ６ （ Ｂ ） に お い て も 、 第 １ の 陰 極
線 Ｂ １ 　 が 走 査 状 態 に な さ れ た 状 態 で 示 し て い る 。 図 ６ （ Ｂ ） に 示 さ れ た よ う に 、 陽 極 線
Ａ １ 　 に 陽 極 線 ド ラ イ ブ 回 路 ２ に お け る 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ よ り 定 電 流 Ｉ ｐ 　 を 流 す と 、 定 電
流 源 Ｉ Ｘ １ か ら の 電 流 Ｉ ｐ 　 は 、 走 査 状 態 に あ る Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １ に よ る 寄 生 容 量 Ｃ １ １ を
介 し て 走 査 基 準 電 位 点 （ ア ー ス ） に 向 か っ て 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 前 記 し た と お り 、 陰 極 線 走 査 回 路 ３ と 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 Ｖ Ｍ 　 と の 間 に は 、
定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ ０ が 介 在 さ れ て お り 、 こ の 定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ ０ は 発 光 表 示 パ ネ ル １ の 陰 極 線
側 か ら 見 た 場 合 の イ ン ピ ー ダ ン ス は き わ め て 高 い 。 こ の た め に 、 非 走 査 状 態 の 陰 極 線 に お
け る 寄 生 容 量 Ｃ １ ２ ， Ｃ １ ３ ， … … Ｃ １ ｍ を 介 し て 、 前 記 定 電 流 Ｉ ｐ 　 の 一 部 が 、 逆 バ イ
ア ス 電 圧 の 供 給 源 Ｖ Ｍ 　 側 に 流 れ る の は 阻 止 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ に よ っ
て 設 定 さ れ た 定 電 流 Ｉ ｐ 　 の ほ と ん ど す べ て が 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
し た が っ て 、 図 ２ に 示 し た 構 成 に よ る と 、 点 灯 駆 動 し よ う と す る 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に 対
し て 、 予 め 設 定 さ れ た 値 の 駆 動 電 流 を ほ ぼ 正 確 に 供 給 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 非 走 査
状 態 お け る Ｅ Ｌ 素 子 の 各 寄 生 容 量 を 介 し て 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 側 に 電 流 が リ ー ク す
る の を 阻 止 す る こ と が で き る の で 、 駆 動 電 力 の 浪 費 を 伴 う な ど の 問 題 も 解 消 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 図 ３ は 、 こ の 発 明 に か か る 駆 動 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 な お 、
図 ３ に お い て は 、 す で に 説 明 し た 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す 各 部 に 相 当 す る 部 分 を 同 一 符 号 で
示 し て お り 、 し た が っ て 、 個 々 の 説 明 は 省 略 す る 。 こ の 図 ３ に 示 す 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お
い て は 、 陰 極 線 走 査 回 路 ３ に お け る 各 走 査 ス イ ッ チ Ｓ Ｙ １ ～ Ｓ Ｙ ｍ と 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供
給 源 Ｖ Ｍ 　 と の 間 に 、 逆 流 防 止 手 段 と し て の 定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ １ ～ Ｉ Ｙ ｍ が そ れ ぞ れ 介 在 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ １ ～ Ｉ Ｙ ｍ は 、 図 ２ に 示 し た 例 と 同 様 に 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 Ｖ Ｍ
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　 か ら 表 示 パ ネ ル １ の 各 走 査 線 側 に 向 か っ て そ れ ぞ れ 定 電 流 を 供 給 す る 機 能 を 果 た し 、 非
走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る よ う に 作 用 す る 。 し た が っ て 、 前 記 定 電
流 回 路 Ｉ Ｙ １ ～ Ｉ Ｙ ｍ は 、 発 光 表 示 パ ネ ル １ の 陰 極 線 側 か ら 見 た 場 合 の イ ン ピ ー ダ ン ス は
き わ め て 高 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ れ 故 、 非 走 査 状 態 の 陰 極 線 に お け る Ｅ Ｌ 素 子 の 寄 生 容 量 を 介 し て 、 陽 極 線 ド ラ イ ブ 回 路
２ に お け る 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ か ら の 定 電 流 Ｉ ｐ 　 の 一 部 が 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給
源 Ｖ Ｍ 　 側 に 流 れ る の は 阻 止 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ に よ っ て 設 定
さ れ た 各 定 電 流 Ｉ ｐ 　 の ほ と ん ど す べ て が 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に 流 れ る こ と に な る 。 し た
が っ て 、 こ の 図 ３ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て も 、 図 ２ に 示 し た 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効
果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 前 記 し た と お り 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １
～ Ｉ Ｘ ｎ に よ っ て 設 定 さ れ た 各 定 電 流 Ｉ ｐ 　 の ほ と ん ど す べ て が 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に 流
れ る こ と に な る 。 こ れ に 加 え て 、 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に は 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 Ｖ Ｍ
　 か ら 、 定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ ０ ， Ｉ Ｙ １ ～ Ｉ Ｙ ｍ お よ び 非 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に お け る 寄 生 容
量 を 介 し て 電 流 が 流 れ 込 み 、 前 記 定 電 流 Ｉ ｐ 　 で 設 定 し た 点 灯 輝 度 よ り も 大 き な 輝 度 に な
る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
例 え ば 図 ３ に 示 す 実 施 の 形 態 の よ う に 、 陽 極 線 が ｎ 本 、 陰 極 線 が ｍ 本 か ら な り 、 陽 極 ド ラ
イ ブ 回 路 ２ に お け る 各 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ に よ っ て 供 給 さ れ る そ れ ぞ れ の 定 電 流 を Ｉ
ｐ 　 と し 、 定 電 流 回 路 Ｉ Ｙ １ ～ Ｉ Ｙ ｍ よ り 陰 極 線 側 に 供 給 さ れ る 定 電 流 が そ れ ぞ れ Ｉ ｋ 　
で あ る と し た 場 合 、 前 記 Ｉ ｋ 　 は 非 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に お け る 寄 生 容 量 を 介 し て 、 走 査
状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に 流 れ 込 む 。 し た が っ て 、 前 記 Ｉ ｋ 　 に よ る 輝 度 変 化 の 影 響 を 避 け る に は
、 次 の 式 （ １ ） の 関 係 が 満 足 す る よ う に Ｉ ｐ 　 と Ｉ ｋ 　 の 関 係 を 設 定 す る こ と が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 数 １ 】
〔 Ｉ ｋ 　 × （ ｍ － １ ） 〕 ／ ｎ ＜ ＜ Ｉ ｐ 　
∴ Ｉ ｋ 　 ＜ ＜ Ｉ ｐ 　 × 〔 ｎ ／ （ ｍ － １ ） 〕 　 … … … 　 式 （ １ ）
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ４ は 、 こ の 発 明 に か か る 駆 動 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 な お 、 図 ４
に お い て は 、 す で に 説 明 し た 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 各 部 に 相 当 す る 部 分 を 同 一 符 号 で 示 し て お
り 、 し た が っ て 、 個 々 の 説 明 は 省 略 す る 。 こ の 図 ４ に 示 す 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、
陰 極 線 走 査 回 路 ３ に お け る 各 走 査 ス イ ッ チ Ｓ Ｙ １ ～ Ｓ Ｙ ｍ と 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 Ｖ Ｍ
　 と の 間 に 、 逆 流 防 止 手 段 と し て の ダ イ オ ー ド Ｄ １ 　 ～ Ｄ ｍ 　 が そ れ ぞ れ 介 在 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
す な わ ち 、 各 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 　 ～ Ｄ ｍ 　 は 、 そ の ア ノ ー ド が 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 Ｖ Ｍ
　 側 に 接 続 さ れ 、 カ ソ ー ド が 各 走 査 ス イ ッ チ Ｓ Ｙ １ ～ Ｓ Ｙ ｍ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 構 成
に よ り 、 非 走 査 状 態 の 陰 極 線 に お け る Ｅ Ｌ 素 子 の 寄 生 容 量 を 介 し て 、 陽 極 線 ド ラ イ ブ 回 路
２ に お け る 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ か ら の 電 流 Ｉ ｐ 　 の 一 部 が 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源
Ｖ Ｍ 　 側 に 流 れ る の が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
換 言 す れ ば 、 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ に よ っ て 設 定 さ れ た 各 定 電 流 Ｉ ｐ 　 の ほ と ん ど す べ
て が 走 査 選 択 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 に 流 れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 こ の 図 ４ に 示 す 実 施 の 形
態 に お い て も 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る
。 な お 、 図 ４ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て は 各 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 　 ～ Ｄ ｍ 　 に 対 し て そ れ ぞ れ
抵 抗 体 Ｒ Ｙ １ ～ Ｒ Ｙ ｍ が 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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な お 、 図 ４ に 示 し た 構 成 に お け る 前 記 抵 抗 体 Ｒ Ｙ １ ～ Ｒ Ｙ ｍ の 各 抵 抗 値 に つ い て は 、 前 記
逆 バ イ ア ス 電 圧 Ｖ Ｍ 　 と Ｅ Ｌ 素 子 の 順 方 向 電 圧 Ｖ ｆ 　 と の 関 係 で 、 次 の よ う な 配 慮 が 必 要
と な る 。 す な わ ち 図 ７ （ Ａ ） は 、 図 ４ に 示 し た 構 成 に お け る 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ が 接 続 さ れ た
１ 本 の 陽 極 線 に 着 目 し 、 こ の 陽 極 線 に 接 続 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １ に 供 給 さ れ る 電 流 を 考 察
し た 場 合 の 等 価 回 路 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １ に は 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ に よ り 電 流 Ｉ ｐ 　 が 流
さ れ る こ と に つ い て は 、 す で に 説 明 し た と お り で あ る 。 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １ に は 、 こ れ に
加 え て 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供 給 源 Ｖ Ｍ 　 よ り 各 抵 抗 体 Ｒ Ｙ １ ～ Ｒ Ｙ ｍ 、 各 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 　
～ Ｄ ｍ 　 、 非 走 査 状 態 の Ｅ Ｌ 素 子 に よ る 寄 生 容 量 Ｃ １ １ ～ Ｃ １ ｍ を そ れ ぞ れ 介 し て 電 流 が
流 入 す る 。 前 記 し た 状 況 か ら 図 ７ （ Ａ ） に 示 す 等 価 回 路 は 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す 等 価 回 路 に
書 き 改 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
す な わ ち 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す 各 抵 抗 体 Ｒ Ｙ １ ～ Ｒ Ｙ ｍ は 、 非 走 査 状 態 の 陰 極 線 に 対 応 し た
各 抵 抗 体 の 並 列 接 続 で あ る と 見 な す こ と が で き 、 各 抵 抗 体 の 抵 抗 値 を Ｒ Ｙ 　 と し た 時 、 そ
の 合 成 抵 抗 値 は 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｒ Ｙ 　 ／ （ ｍ － １ ） と し て 示 す こ と が で き る 。
ま た 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す 各 寄 生 容 量 Ｃ １ １ ～ Ｃ １ ｍ は 、 そ れ ぞ れ 並 列 接 続 で あ る と 見 な す
こ と が で き 、 各 寄 生 容 量 の 容 量 値 を Ｃ と し た 時 、 そ の 合 成 容 量 値 は 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す よ う
に 、 （ ｍ － １ ） × Ｃ と し て 示 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １
の ア ノ ー ド 電 圧 を Ｖ ｆ 　 と し 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す ル ー プ ▲ １ ▼ に 着 目 し た 場 合 、 図 ７ （ Ｂ
） に 示 す 等 価 回 路 は 、 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す 等 価 回 路 に 書 き 改 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ７ （ Ｃ ） に 示 す 等 価 回 路 に お い て は 、 基 準 電 位 点 を 介 し て 閉 ル ー プ を 構 成 し て お り 、 こ
の 閉 ル ー プ に お け る 電 圧 成 分 を Ｖ Ｍ ０ 、 抵 抗 成 分 を Ｒ Ｙ 　 ′ 、 容 量 成 分 を Ｃ ′ と し た 場 合
、 図 ７ （ Ｄ ） に 示 す 等 価 回 路 に 書 き 改 め る こ と が で き る 。 そ し て 、 ダ イ オ ー ド の ア ノ ー ド
・ カ ソ ー ド 間 に 生 成 さ れ る 順 方 向 電 圧 を Ｖ Ｄ ｉ と し 、 こ れ は 、 ほ ぼ “ ０ ． ６ ” で あ る こ と
か ら 、 次 の 式 （ ２ ） を 導 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 前 記 式 （ ２ ） か ら 逆 バ イ ア ス 電 圧 Ｖ Ｍ 　 と Ｅ Ｌ 素 子 の 順 方 向 電 圧 Ｖ ｆ 　 と の 関 係
が 、 Ｖ Ｍ 　 － ０ ． ６ ＜ Ｖ ｆ 　 で あ る 場 合 に は 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 源 か ら Ｅ Ｌ 素 子 に 向 か っ て
過 剰 な 電 流 が 流 れ る こ と は な い 。 し た が っ て 抵 抗 体 Ｒ Ｙ 　 、 す な わ ち 図 ４ に 示 す 抵 抗 体 Ｒ
Ｙ １ ～ Ｒ Ｙ ｍ の 値 は 任 意 に 選 択 す る こ と で 問 題 は 発 生 し な い 。 一 方 、 Ｖ Ｍ 　 － ０ ． ６ ≧ Ｖ
ｆ 　 の 場 合 に は 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 源 か ら Ｅ Ｌ 素 子 に 向 か っ て 過 剰 な 電 流 が 流 れ る 可 能 性 が
生 ず る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 場 合 に お い て は 、 図 ４ に 示 す 抵 抗 体 Ｒ Ｙ １ ～ Ｒ Ｙ ｍ の 値 を 次 の よ う に 配 慮 す る こ と が
望 ま れ る 。 す な わ ち 、 Ｖ Ｍ 　 － ０ ． ６ ≧ Ｖ ｆ 　 の 状 態 に お い て 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 源 か ら 陰
極 線 側 に 流 れ 出 る ピ ー ク 電 流 値 を Ｉ Ｋ ｐ ｅ ａ ｋ 　 と し た 時 、 Ｉ Ｋ ｐ ｅ ａ ｋ 　 ＝ Ｖ Ｍ ０ ／ Ｒ
Ｙ 　 ′ と し て 示 す こ と が で き 、 Ｉ Ｋ ｐ ｅ ａ ｋ 　 の １ ／ ｎ （ ｎ は 陽 極 線 の 数 ） が 、 走 査 選 択
さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 に 対 し て 前 記 電 流 Ｉ ｐ 　 に 加 え て 流 れ る こ と に な る 。 そ こ で 次 の 式 （ ３ ）
に 示 す 展 開 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 数 ３ 】
Ｉ Ｋ ｐ ｅ ａ ｋ 　 ／ ｎ ＜ ＜ Ｉ ｐ 　
（ Ｖ Ｍ ０ ／ Ｒ Ｙ 　 ′ ） × （ １ ／ ｎ ） ＜ ＜ Ｉ ｐ 　
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（ Ｖ Ｍ ０ ／ Ｒ Ｙ 　 ） × 〔 （ ｍ － １ ） ／ ｎ 〕 ＜ ＜ Ｉ ｐ 　
∴ （ Ｖ Ｍ ０ ／ Ｉ ｐ 　 ） × 〔 （ ｍ － １ ） ／ ｎ 〕 ＜ ＜ Ｒ Ｙ 　 … … … 　 式 （ ３ ）
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 の よ う に 、 Ｖ Ｍ 　 － ０ ． ６ ≧ Ｖ ｆ 　 の 条 件 下 に お い て は 、 図 ４ に 示 す 各 抵 抗 体 Ｒ Ｙ １
～ Ｒ Ｙ ｍ の 値 は 、 式 （ ３ ） に 示 す 条 件 を 十 分 に 満 足 す る よ う に 設 定 す る こ と が 肝 要 で あ る
。 な お 、 図 ４ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て は 、 逆 流 防 止 手 段 と し て ダ イ オ ー ド Ｄ １ 　 ～ Ｄ ｍ
　 が 用 い ら れ て い る が 、 こ の ダ イ オ ー ド に 代 え て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 利 用 す る こ と が で き る 。
こ の よ う に 、 ダ イ オ ー ド に 代 え て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い る 場 合 に は 、 発 光 表 示 パ ネ ル １ へ 発
光 画 素 を 構 成 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ １ １ ～ Ｅ ｎ ｍ を 成 膜 さ せ る と 同 時 に 、 逆 流 防 止 手 段 と し
て 機 能 さ せ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 成 膜 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 上 説 明 し た 図 ４ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て も 、 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 　 ～ Ｄ ｍ 　 ま た は こ れ に
代 わ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 逆 流 防 止 手 段 と し て 利 用 す る よ う に し て い る の で 、 陽 極 線 ド ラ イ ブ
回 路 ２ に お け る 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ か ら の 電 流 Ｉ ｐ 　 の 一 部 が 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 供
給 源 Ｖ Ｍ 　 側 に 流 れ る の を 効 果 的 に 阻 止 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 図 ４ に 示 す
実 施 の 形 態 に お い て も 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ５ は 、 こ の 発 明 に か か る 駆 動 装 置 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 な お 、 図 ５
に お い て は 、 す で に 説 明 し た 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 各 部 に 相 当 す る 部 分 を 同 一 符 号 で 示 し て お
り 、 し た が っ て 、 個 々 の 説 明 は 省 略 す る 。 こ の 図 ４ に 示 す 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、
特 に 図 ３ に 示 す 実 施 の 形 態 を 基 本 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 定 電 流 源 Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ を 駆
動 さ せ る 供 給 電 源 Ｖ Ｈ 　 を 、 そ の ま ま 抵 抗 体 Ｒ Ｙ ０ に よ り 分 圧 す る こ と で 、 逆 バ イ ア ス 電
圧 Ｖ Ｍ 　 を 得 る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
し た が っ て 、 こ の 図 ５ に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て も 、 図 ２ ～ 図 ４ に 示 し た 実 施 の 形 態 と 同
様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き 、 加 え て 、 図 ４ に 示 し た 実 施 の 形 態 に 比 較 し て 逆 バ イ ア ス
電 圧 Ｖ Ｍ 　 を 得 る 電 圧 源 の 構 成 を 簡 素 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の パ ッ シ ブ 駆 動 型 表 示 パ ネ ル と そ の 駆 動 装 置 の 例 を 示 し た 結 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に か か る 駆 動 装 置 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し た 結 線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し た 結 線 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 し た 結 線 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 じ く 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 示 し た 結 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す 表 示 パ ネ ル に お け る Ｅ Ｌ 素 子 の 寄 生 容 量 に 注 目 し た 等 価 回
路 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ に 示 す 構 成 に お け る 抵 抗 体 の 好 ま し い 値 を 考 察 す る た め の 等 価 回 路 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 発 光 表 示 パ ネ ル
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 陽 極 線 ド ラ イ ブ 回 路
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 陰 極 線 走 査 回 路
Ａ １ 　 ～ Ａ ｎ 　 　 　 　 　 陽 極 線 （ デ ー タ 線 ）
Ｂ １ 　 ～ Ｂ ｍ 　 　 　 　 　 陰 極 線 （ 走 査 線 ）
Ｄ １ 　 ～ Ｄ ｍ 　 　 　 　 　 ダ イ オ ー ド （ 逆 流 防 止 手 段 ）
Ｅ １ １ ～ Ｅ ｎ ｍ 　 　 　 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ 発 光 素 子 ）
Ｉ Ｘ １ ～ Ｉ Ｘ ｎ 　 　 　 　 駆 動 電 源 （ 定 電 流 源 ）
Ｉ Ｙ ０ ， Ｉ Ｙ １ ～ Ｉ Ｙ ｍ 　 定 電 流 回 路 （ 逆 流 防 止 手 段 ）
Ｒ Ｙ ０ ， Ｒ Ｙ １ ～ Ｒ Ｙ ｍ 　 抵 抗 体
Ｓ Ｘ １ ～ Ｓ Ｘ ｎ 　 　 　 　 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ
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Ｓ Ｙ １ ～ Ｓ Ｙ ｍ 　 　 　 　 走 査 ス イ ッ チ
Ｖ Ｈ 　 　 　 　 　 　 　 　 供 給 電 源
Ｖ Ｍ 　 　 　 　 　 　 　 　 逆 バ イ ア ス 電 圧 （ 供 給 源 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种发光显示面板的驱动装置，其可以在扫描状态下
将预定值的驱动电流准确地提供给EL元件，并且可以抑制驱动功率的浪
费。 。 解决方案：有机EL元件E11至Enm连接到阳极线A1至An和阴极
线B1至Bm的相应交叉点，并且在以预定周期扫描阴极线的同时，将恒定
电流源IX1至IXn施加到所需的阳极线。 通过连接，每个EL元件被配置为
选择性地发光。 在阴极VM扫描电路3与在非扫描状态下向EL元件供给反
向偏置电压的供给源VM之间，设置有作为防回流手段的恒流电路IY0。 
恒定电流电路IY0的存在防止了来自恒定电流源IX1至IXn的电流的一部分
在非扫描状态下经由EL元件的寄生电容流入反向偏置电压供应源VM。 
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